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普
遍
道
徳
は
意
志
實
現
の
方
面
に
於
て
我
等

の

一
禮
㊨
生
活

に
包
含
せ
ら
る
、

　
切
の
行
爲
の
規
範

で
あ
る
。

脛
濟
生
活
は

　
膿
た
る
生
活
の

一
部
分
で
あ
る
か
ら
當
然
に
普
遍
道
徳
を
以
て
直
ち
に
其
の
道
こ
す
る
。
其
は
「
斯

く
あ
り
」
ε
見

る
所

の
「
事
實
」
の
見
地

に
於
て
熬
り
、
瓦
「
斯
く
あ
る
を
可
ε
す
る
」
ご
見

る
所
の
「
携
断
」
の
見
地

に
於
て
然
り
。
普
遍
道
徳
は
決
し
て
利
他
主
義
、
示
命
主
義
、
人
格
主
義
な
ご
云
ふ
が
如
き

一
途

に
限
定
せ
ら
れ

た
る
生
活
規
範
で
は
な
く
、
同
時

に
叉
経
済
生
活
の
道
は
必
し
も
主
我
主
義
、
欲
望
主
義
、
功
利
主
義
な
ご
に
局

限
せ
ら
る
」
も
の
で
は
な
い
。

斯
く
経
済
生
活
は
普
温
道
徳
の
傘
下

に
立
つ
ご
同
時
に
文
具
に
は
普
遍
の
綱

に
入
ら
す
、
且

つ
他
の
生
活
部
面

ε
趣
を
異
に
す

る
特
殊

の
道
徳
が
あ
る
。
特
殊

の
道
は
普
遍
の
道

ご
矛
盾
せ
す
、
叉
其
の
例
外
で
も
な
い
。
蓋
し

.

矛
盾
や
例
外
は
位
を
同
ふ
す

る
二

つ
の
道
の
撞
着
叉
は
交
叉
か
ら
生
す
る
の
で
あ

っ
て
、
普
遍
ご
特
殊
蓬
は
其
の

立

つ
所

の
位
を
異
に
す

る
か
ら
で
あ
る
。
普
遍
の
道
は
各
部
の
生
活
に
具
は
る
が
、
各
部
の
生
活

に
は
其
外
に
普

遍
か
ら
取
残

さ
れ
た
る
特
殊

の
道
が
加

っ
て
居

る
。
其

の
特
殊
の
道
は
普
遍
の
道
ε
同
系
で
あ
b
な
が
ら
而
か
も

叢
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其
に
於
て
規
定
さ
れ
な

い
所
の

一
層
細
か
く
又
は
深
く
立
入
つ
た
も
の
か
、
或
は
普
遍
の
道
ε
必
然
の
聯
關
を
持

し
な
が
ら
も
其
に
於
て
全
く
規
定
さ
れ
な
い
別
箇
の
も
の
で
あ

っ
て
、
其
筈
が
別
々
に
限
定
ざ
る
、
所

の
各
部
生

活
の
目
的
に
由

っ
て
特
色
付
け
ら
れ
た
る
行

爲
の
規
範
で
あ
る
。
経
済
生
活

の
目
的
は
砒
會
を
成
せ
る
人
々
が
交

通
共
同
し
て
自
然
界
を
利
用
す
る
に
め
る
が
、
此
目
的

に
件

ふ
道

に
し
て
目
的
を
異

に
す
る
他
の
生
活
部
面
の
道

ご
趣
を
異
に
す
る
も
の
が
即
ち
脛
濟
土
の
特
殊

の
遣

で
あ
る
。
如
上
の
警
邏
の
渣
ε
特
殊

の
道
ご
が
合
艦
し
て
我

等

の
経
済
道
を
嬉
成
す

る
。
而
し
て
経
済
道
の
何
れ
か
を
考
察
す
る
に
當

っ
て
先
づ
着
眼
す

べ
き
は
普
遍
の
遭
で

あ
っ
て
、
特
殊
渣
は
其

々
の
普
遍
道
に
付
脇
せ
し
め
、
其
主
要
な
る
特
色
を
翠
ぐ
み
を
以
て
満
足
し
な
け
れ
ば
な

ら
諏
。
細
か
く
特
殊
道
を
研
究
す
る
は
之
れ
経
済
學

の
主
π
る
任
務
で
あ
る
。
由

っ
て
以
下
項
を
分
ち
普
遍
道
徳

の
獲
達
階
段

を
追

ふ
て
脛
濟
道
徳
の

一
班
を
略
述
し
よ
う
ご
思
ふ
。
、

其

一

最
低
級
の
経
済
道
徳

最
初

の
経
済
道
は
猫
我
性
、
原
我
性

、
衝
動
力
及

び
生
存
観
を
形
式
及
び
内
容
ε
す
る
普
遍
道
徳
の
第

一
階
級

に
立

っ
て
居
る
。
小
見
や
野
蟹
人

の
経
済
生
活
は
此
の
道
に
由
り
、
経
濟
上
、
是
等

蓬
類
似
の
境
遇
に
置
か
る
Σ

ε
き
は
、
多
く
の
人

が
や
は
り
第
.　
階
段
の
経
済
道
を
執

る
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
濁

り
野
に
耕
や
す
農
夫

に
向

っ

て
突
然
に
汝
は
自
己
の
矯
め
に
働
く
か
世
の
爲
め
に
働
く

か
ε
問
は
営
、
恐
ら
く
彼
は
其

の
問
を
解
せ
ざ
る
が
如

き
表
情
を
示
し
て
我
は
凋
我
的
行
爲
を
な
す

`
官
ふ
返
答
に
代

へ
る
で
あ
ら
ふ
。
叉

一
向
専
念
に
高
き
道
を
求
む



の

る
學
徒
は
唯
だ
生
存
を
保
持
す

る
の
み
の
志
向
を
以
て
野
螢
人
の
如
き
経
済
生
活
を
螢
む
で
あ
ら

ふ
。
樹
果
肚
會

の
吸
盆
分
配
が
偏
倚
七
て
生
存
資
料

さ
へ
得
易
か
ら
ざ
る
境
遇
に
あ
る
者
は
生
存
観
の
志
向
を
以
て
経
済
の
道
己

す
る
。
飢
餓

に
迫
ら
れ
て
前
後
の
思
慮
も
な
く
他
人
の
所
有
物
を
無
断
に
持
去
る
ε
き
、
幸
輻
親
を
標
準
ε
す

る

肚
會
制
度
や
人
々
は
之
を
道
徳
に
反
す

る
盗
罪
ご
な
す
。

さ
れ
ざ
行
爲
者
に
あ
り
て
は
偏

へ
に
生
存
を
保
た
ん
ざ

す
る
に
止
ま
り
、
未
だ
主
我
的
妥
協
圭
義

の
立
法
精
神
や
歓
我
的
串
幅
魏
の
道
徳
思
想
に
由
り
て
成
立
し
た
る
所

有
権
を
韓
竄
す
る
に
至
ら
ざ
る
以
前

の
道
徳
階
段
に
立

っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
渇
し
て
も
盗
泉
の
水
を
飲
ま
ず

五

言

へ
惹
は
飲
ま
な

い
で
辛
抱
が
出
來
る
場
合
の
道
徳
で
あ
る
。
京
に
田
舎
あ
り
乙
吉

ふ
が
、
今
日
の
交
明
肚
會
に

も
可
な
り
根
強

い
田
舎
道
徳
が
介
在

し
て
居
る
。
若
し
現
代
の
法
律
や
幸
輻
論
が
、
田
舎
道
徳
は
反
道
徳
な
り
ε

な
し
之
を
罰
す
る
を
以
て
事
足
る
ご
思
ふ
な
ら
ば
、
其
は
道
徳
獲
蓮
の
理
を
解
せ
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
叉
斯
か
る

肚
會
政
策
は
第

一
流
の
交
明
社
倉
を
も
餓
狼
の
如
く
に
攣
質
せ
る
田
舎
人
の
肚
會
に
逆
退
せ
し
む
る
所
以
ε
な
る

で
あ
ら
ふ
。

其

二

次
低
級
の
経
済
道
徳

開
化
せ
る
肚
會

に
於
け
る
大
多
数

の
人
々
の
純
濟
生
活
は
普
遍
道
徳
の
第
二
階
段

に
於
て
警
ま
れ
、
ま
我
性
、

撒
銭
性
、
願
望
力
及
び
幸
輻
親
を
以
て
経
済
行
儒
の
本
質
こ
す

る
。
斯
く
て
多
く
の
経
済
墨
書
は
欲
望
の
解
説
よ

り
出
獲
し
、
叉
経
済
行
爲
は
経
済
主
義

に
基
き
、
経
済
主
義
は
功
利
主
義

の
分
化
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
な
し
、
殊

.
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二

に
英
国
正
統
學
派
其
他

の
箇
人
主
義

の
経
済
學
説
は
経
済
、雄
活
を
以
て
結
局
は
主
我
的
功
利
主
義
の
獲
動
の
如
く

見
て
居
る
。
差
し
経
済
生
活
は
何
人
に
も
例
外
な
く
警
ま
れ
、
先
づ
生
存
資
料
を
得
ん
ど
す
る
箇
人
的
要
求

よ
り

出
獲
し
、
幸
隔
を
形
成
す
る
物
件
の
中
に
て
も
藪
に
て
求
む
る
所
は
有
限
有
形
の
外
物
で
あ

っ
て
之
を
威
畳
的
に

庭
遣
す
る
が
故
に
幸
幅
ご
不
幸

ピ
の
匠
別
が
鮮

か
に
現
前
し
、
且

つ
大
多
数
の
人
は
必
ず
や
道
徳
.心
に
於
て
は
低

級
に
止
ま
る
を
免
れ
す
、
其
の
大
多
敷
を
標
準
ε
し
て
建
設
す

る
肚
會
制
度
は
反
射
的
に
人
々
の
低
級
の
道
徳
を

向
上
せ
し
む
よ
り
も
寧

ろ
其
を
硬
化
せ
し
む
る
傾
向
が
あ
る
。
之
に
経
済
生
活
が
ま
我
性
や
幸
煽
槻
の
階
段

に
て

繁
昌
す
る
所
以
で
あ
る
。
以
下
先
づ
此
の
階
段
に
於
け
る
経
済
道
徳

の
形
式
を
考
察
し
次
に
其
の
内
容
に
及

ぶ
で

あ
ら
ふ
。

二
以
上
の
主
義
心
が
接
鯛
す

る
ε
き
は
必
然

に
闘
争
を
生
す

る
。
猫
我
.恥
は
職

ふ
ま
で
に
成
長
せ
ざ
る
幼
稚
な

る
我
性
で
あ
り
、
没
我
心
は
士
山我
世
界
の
修
羅
の
戦
を
厭
ふ
て
其
か
ら
耽
れ
出
た
る
我
性
で
あ
り
、
自
他
を
超
越
.

せ
る
絶
劃
性

の
全
我

一6
ど
は
無
論
圖
争
心
の
あ
ら

ふ
筈
は
な
い
。
,主
我
.心
の
闘
争
目
的
が
人
格

の
上
に
存
す

る
だ

き
は
戦
は
深
刻
に
行
は
る
＼
が
、
多
数
の
人
は
常

に
自
己
の
人
格
を
守
る
ほ
こ
自
己
に
患
賓
で
な
い
か
ら
此
程
の

戦
は
さ
ま
で
頻
繁

に
は
起
ら
な

い
。
多
数
者
の
闘
璽
目
的
は
寧
ろ
幸
薩
の
上
に
存

し
、
此
程

の
職
は
さ
ま
で
痛
烈
で

は
な

い
が
孚

ふ
機
會
は
極

め
て
頻
繁
で
あ
る
。
蓋
し
人
格
の
如
き
唯

一
の
撃
争
目
的
ビ
異
り
、
幸
幅
に
あ
っ
て
は

撃
孚
目
的
た
る
外
物
が
多
種
多
様
な
る
が
故
に
、
肚
會
交
連
が
輻
輳
す
る
実
け
其
だ
け
物
件
に
就
て
交
渉
を
開
く

.

塵

隔



む

鞠

機
會
を
増
す
も
同
時
に
叉
、
多
種
の
物
件
な
ら
ば

一
方
に
叉
は
或
時
に
敗
る
、
も
他
方
又
は
他
時
に
勝

っ
て
自
ら

慰
む
る
こ
ざ
を
得

べ
く
、
且

つ
物
件
を
獲
得
す

る
爲
め
に
身
命
卒
.賭
ず
る
は
當
然

に
幸
幅
観
の
本
旨
に
反
す

る
か

ら
で
あ
る
。
此
の
主
我
的
串
幅
槻
か
ら
起
る
闘
争

に
俘

ふ
二
つ
の
特
色
は
、
李
見
な
れ
ご
重
要
の
意
義
を
有
す

る

ヘ

へ

↓
つ
の
道
を
獲
生
せ
し
む
る
。
其
は
妥
協
で
あ
る
.
妥
協
は
主
我
的
利
.勘
の
間

に
於
け
る
勢
力
の
均
衡
よ
り
来
る

一
時

の
休
職
歌
態
で
め
る
。
其
は
共
同
の
外
形
を
有
す
る
も
精
神
は
依
然
円
し
て
闘
争
的
主
我
.沿
で
み
る
。
.從

っ

て
均
勢

に
憂
化
あ
ら
ば
直
ち
に
闘
争

に
復
蹄
す
る
が
、
朋
黙
や
階
級
の
如
き
集
團
の
勢
力
は
さ
ま
で
急
激
に
攣
轄

」

す
る
も
の
で
な

い
か
ら
、
妥
協

の
逝
は
主
我
的
功
利
心

に
強
き
人
々
の
肚
會
生
活

に
就
て
は
最
も
重
要
な
る
生
活

、

規
範
ご
な
る
.の
で
め
る
。
妥
協
性

に
富
め
る
民
族
は
主
我
的
功
利
.心
が
強
く
ε
も
相
依
り
て
頗

る
堅
固
な
る
肚
曾

を
建
設
し
、
経
済
生
活
も
從
っ
て
其
庭
に
は
著
し
(
豊
富
に
な

っ
て
来

る
、
英
国
民
は
其

の
模
範
ご
云
ふ

べ
く
、

英
国
正
統
學
叛
の
純
濟
學
読
は
「
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
」
其
他
碩
學
の
創
見
`
言
は
ん
よ
り
も
寧
ろ
英
国
の
民
族
性
を
代

辯
せ
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
學
説
の
里
離
は
主
我
的
功
利
主
義

よ
り
も
寧
ろ
其
の
⊥
に
築

か
れ
た
る
妥
協
主
義
.に

存
し
.
.自
由
放
任
の
政
策
論
ぽ
實
政
策
の
奥

に
潜
め
る
英
人
の
巧
妙
な
る
妥
協
主
義
精
神
を
裏
書
せ
る
讃
吉
で
あ
.

る
。
何
ほ

「
ペ
ソ
サ
ム
」
其
他
の
公
衆
臨
幸
幅
説
も
鍛
訓
を
與
ふ
る
黙
は
主
ε
し
て
妥
協
の
心
理
及
び
倫
理

に

あ

る
ε
思
ふ
。
妥
協
は
決
し
て
高
俗
な
る
道
徳
で
は
な
い
が
、
主
我
的
闘
争
に
耽
け
る
よ
b
も
遙
か
に

優

れ

て

居

る
。
少
し
く
形
而
上
的
の
見
方
に
偏
す
れ
こ
も
、
妥
協
は
常
事
者
に
蓬
っ
て
は
自
主
的
に
譲
歩
す

る
利
益
の
交
換
・

論
・
叢
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済
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濟
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鯵
+
五
巻

(第
五
號

六

九
)

七

】
三
.

.



畠.

論

叢

経
酒
道
,こ
経
済
砺
(六
)

第
十
五
巷

(第
五
號

七
〇
)

七
一
四

で
あ
る
が
、
其
實
は
肚
會
心
意
が
主
我

の
人
々
を
主
我
の
ま

、
に
結
合
す
る
所
の
高
然
法
的
命
令
で
あ
り
、
、人
々

は
無
意
識
的
に
之
に
服
従
し
て
居
る
に
外
な
ら
な
い
ε
見
る
こ
ご
が
出
來
る
。
主
我
的
功
利
的
で
あ
b
な
が
ら
而

か
も
安
協
心

に
乏
し
い
箇
人
文
は
氏
族
は
結
局
は
自
滅
の
外
は
な
い
。

第
一
.一段

の
我
性
か
ら
は
種

々
の
経
済
道
を
生
じ
來
る
が
、
弦

に
特
殊
道
の

一
ε
し
て
観
察
を
要
す
る
も
の
は
欲

我
を
表
現
す
る
轡
和
κ
の
行
動
で
あ
る
。
生
け
る
自
然
人
は
如
何
に
主
我
的
功
利

一6
に
富
む
ξ
錐
も
、
全
く
共
心

に

成
り
切

る
こ
ご
は
出
家
な

い
。
側
偬
の
心
は
人
皆
之
を
有
す

る
か
ち
で
あ
る
。
是
に
於
て
主
我
的
功
利
主
義
の
自

然
人
は
其
人
に
ご
つ
て
不
純
ε
思
は
る
、
側
懐

の
心

を
除
外
し
て
専
.心
に
此
の
主
義
を
貴
行
七
得

る

一
種
の
文
化

人
を
創
設
す
る
に
至

っ
た
。
其
は
即
ち
會
砒
ε
秘
す

る
讐
利
人
で
あ
る
。
麟
利
人
は
法
律
よ
b
見

れ
ば
人
格
者
で

あ

っ
て
、
活

動
の
局

に
當

る
自
然
人
が
此
の
文
化
人

の
機
關
で
あ
る
。

さ
れ
ご
経
済
⊥
よ
り
見

る
ε
其
反
射
に
て

會
肚
は
精
利
を
計
る
自
然
人
の
襟
開
で
め
り
、
も

つ
ε
適
切
に
言

へ
ば
、
主
我
的
功
利

36
は
依
然

ε
し
て
自
然
人

に
宿

っ
て
居
る
が
、
其
の
欲
我
心
を
部
分
的
に
遊
離
せ
し
め
て
派
出
人
格
こ
な
し
.
其
の
非
自
然
的
人
格
者

に
主

我
的
功
利
心

の
活
動
を
假
託
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

　

も

ヒ

英
国
正
統
畢
涯

の
唱

へ
た

ろ
経
済

人
の
読
ば
架

空
の
議
論

ε
し
て
其
後

り
反
抗
學
涯
か
ら
痛
く
批
難
ぜ
ら
れ
た

う
が

、
其
に
恰
も

「
マ
ー
ヵ

ン
チ

リ
.込
ム
」
に
封
ず

ろ
批
難

に
似
て
當

っ
て
醤
ら

ざ
る
所
が
あ
る
。
謂
ゆ

る
経
済
人
ば
主
我
的
功
利
主
義
の
梅
花
で
あ

ろ
が
.
斯
か
る
自
然
人
に
實
在

し
な
い
し
、
叉
経
済
行
爲
に
凡
て
主
我
・的
功
利
主
義
の
機
動
な

み
か
の
や
う

に
此

の
主
義

の
八
即
ち
経
済
人
ξ
見
た

ろ
ば
明
か

に
不
當
で
あ

ろ
。
然

ろ
に
若

し
経
済
人

の
名
に
代

ふ
ろ
に
轡
利
人
の
名
か
以
て
し
其

の
人
心
會
耽
の
人
格

に
求
む
る

ご
き
に
、
主
義
的
功
利
心
の
化
身

に
至
る
所

に
存
在

凡

【



,
.

し
活
動
し
て
居
ろ
。
自
然
人
は
如
何
に
帯
留
に
力
め
て
も
何
盧
か
で
主
我
的
功
利
心
為
裏
切
ら

ゐ
㌧
危
険
が
あ

み
。
然

る
に
吾
人
が
愈
愈

に
依
岡
て

働

～

・き
ば

一
方

に
に
徹
底
燗

に
管
別
心
な
搬
推
し
瞥
利
欲
却
實

現
し
得

る
、・同

時

ド
、
他

方
で
に
社
交
界

に
於
け

る
善
良
な
ゐ
紳
士
た
ろ
こ
・尋

妨
げ
な
い
、否
な
進
ん
で
、「何
ぞ
利
ミ
訓
に
ん
、
唯
仁
羨
め
う
の
み
」.こ言
ふ
や
う
な
高
緻
道
徳
た
大
指
に
公
然
ご
宣
催
し
て
も
世
間
か
ら
さ
ま
で
怪

ま
れ
な
い
で
済
む
の
で
あ
み
。
而
し
て
斯
か
ろ
二
重
人
格
の
行
動
は
何
れ
の
國
で
も
制
度
か
設
げ
て
厚
く
保
護
し
且
つ
其
の
機
通
な
促
し
て
居
る
。

勿
論
此
の
制
度
ば
経
済
進
歩
の
行
程
に
於
て
時
代
の
要
求
F
慮
じ
た
る
も
の
で
め
り
、
且
つ
富
の
堆
雌
の
爲
め
F
大
な
ろ
貢
献
な
篤
し
た
る
も
の
で

あ
ろ
が
、
経
済
道
徳
か
考
察
す
み
に
當
り
て
ー-
、
軍
に
制
度
の
表
直
上
の
効
果
や
法
律
上
の
人
格
の
性
質
な
ご
F
止
ま
ら
な
い
で
、
も
つ
ε
高
い
見

地
か
ら
共
の
眞
損
な
闡
明
心
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

斯

の
如

一
経
濟

生
活

に
就

て
は
特

に
欲

我

の
振
出
所

の
如

き
瞥

利
人

が
活
動

し
且

つ
其
が
堤
脚

せ
ら

る

》
傾
向

さ

へ
あ

る
が
故

に
、

供
給

の
側

に
立

つ
人

々
は
概

ね
瞥

利
人

ご
大

同
小
異

の

態
度
を
探
り

、

瞥
利
者

ε
交
渉
す

る

需
裏
側

の
非
瞥

利
者

も
或
は
之

に
威
化

さ
れ
或
は
業

務

を
運

ぶ
慣

習

の
上

か
ら
次
第
.に
主

我
的
功

利

一6
を
強

め
て

乗

る
。

今
後
瞥
利
道

が
依

然
保
持

せ
ら

る

Σ
な
ら
ば

、
鞍

利
主
義

の
生
産
者

に
射

し
総

て
の
消
費
者

が
零

っ
て
消

費
組

合
を
作

っ
て
之

に
悉

醂
す

る
に
至

る

べ
く
、
斯

く
て
全
　肛
會
は
主

我
的

功
利
心

を
祀

る
矯

め
に
、
重
質
な

る

文
化

人

を
材

料

だ
な

し
、
巧

妙

な
る
妥
協

を
支

柱

ε

し
て
壮
大
な

る
文
化
的

殿
堂

を
建
築
す

る
こ
ε

に
な

る
か
も

知

れ

濾
。
但

し
其

の
建
築
物

が
沙

上
に
立

つ
も

の
な

る
こ

ご
は
疑
ひ
な

い
。
術

ほ
叉
今
日

企
業
者

が
勢
働

者
を
使

役
す

る
に
當

っ
て
も
.、
多

く
は
管
利
人

ピ
し

て
自
然

人

た
右
勢

働
者

に
臨

ん
で
居

る
。
然

る
に

[
方

に
於

て
無
情

の
人
格

が
活
動
す

る
ざ
き
は
、
本
来
有
情

の
人
格

の
獲
表

た

る
夢
働

が
其

の
無
情

の
人
格

に
制
約

せ
ら

れ
て

一
種

の
商
品

に
愛

化
す

る
。
自

然
人
格

ご
離
す

べ
か
ら
ざ

る
勢
働

を
強

い
て
商

品
扱
ひ

ピ
す

る
が
故

に
其

の
扱
振

り
が

論

叢

縄
濟
逝

ご
繧
濟
術

(六
V

、

第
+
五
巻

(第
五
號

七

一
)

七

[
五

「

9



0

論

笹

経
済

道
ミ
経
済
術
(六
)

第
†
五
巻

パ
第
五
號

七
二
)

七

皿
六

方

へ

し

も

自
ら
勢
働
者
の
人
格

に
影
響
し
て
、
其
は
瞥
利
人
に
附
旙
す
る
機
械
人
こ
も
吉

ふ
べ
き

一
種
め
非
自
然
人
格

に
攣

化
し
行
く
傾
向
が
め
る
。
斯
く
て

一
方

に
は
人
に
非
ず
し
て
人
た
る
如
き
行
爲
主
禮
を
生
す

る
に
樹
慰
し
て
、
他

方
に
は
人

に
し
て
人
に
井
ぎ
る
如
き
行
爲
生
艦
を
生
じ
て
来

る
。
此
黙
は
経
済
道
徳
の
問
題
ε
し
て
特
に
愼
重
な

る
考
慮
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

次

に
は
更

に
視
界
を
狭
め
て
経
済
行
爲
の
志
向

ご
す

る
幸
福
観
の
み
に
就
て
少
し
く
述

べ
て
見
た
い
。
脛
濟
生

活
は
最
も
外
的
物
的
π
る
自
然
界
よ
り
引
出
す
有
形
財
を
利
用
し
且

つ
其
薦
め
に
交
通
す
る
の
で
め
る
か
ら
、
外

め
　

が

物
を
内
心
に
橘
馭
す

る
立
場
ま
で
進
ま
な
い
限
り
は
、
・其
が
幸
福
窺
の
志
向
を
執
る
こ
ε
は
鯨
り

に
明
白
な
こ
ご

で
あ
る
。
抑
も
幸
幅
は
自
我
其
も
の
を
取
卷
く
所
有
物
件
か
ら
成
立

つ
。
而
し
て
幸
輻
の
歌
態
は
多
様

で
あ
り
、

幸
嘔
を
招
致
す

べ
き
外
物
は
多
種
多
量
で
あ
る
か
ら
、
我
等
は
絶
え
ず
外
物
を
自
我

に
付
加

へ
叉
は
自
我
よ
り
取

去
ら
れ
て
或
は
利
益
を
受
け
或
ば
損
害
を
蒙

る
。
此

の
利
害
の
清
長
ご
共
に
我
等
の
欲
我
が
伸
縮
す
る
。
然

る
に

利
益
の
享
受
は
行
爲
に
由
ら
す
し
て
偶
然

に
無
係
件
に
生
す

る
こ
ε
も
稀
に
は
あ
る
が
、
荷
も
仔
鰐

に
よ
り
て
利

益
を
受
け
ん
ε
せ
ば
必
ず
や
何
か
の
己
得
利
盆
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
鍛
。
造
化
観

の
如
く
自
我
其
も
の
＼
成
長

に
志
ざ
す
な
ら
ば
必
死
の
活
動

ご
雌
も
敢
え
て
犠
牲

ご
は
感
じ
な
い
が
、
幸
輻
観
は
現
状
よ
り
見

て
自
我
に
何
物

か
を
付
加

へ
ん
・し
す

る
志
向
で
あ
る
か
ら

一
翠
乎

一
投
足
の
勢

ε
錐
も
や
は
り
「
エ
ナ
コ
ジ
ー
」
の
消
失
で
あ
り
、

其
が
自
我
の
所
有
の
中

か
ら
取
去
ら
る
》
の
で
あ
り
、
其
が
未
得
の
利
益
に
封
ず
る
犠
牲
ε
考

へ
ら
る
Σ
の
で
あ

,



へ

も

や

カ

.

る
。
我

等
は
日
待

の
利
益

を
代
償

ε
な

し
、
な

る

べ
く
之
を
小
な
ら

し

め
、
未

得

の
利
益
を

牧
果

こ
な
し

、
な

る

ベ
ヘ

へ

も

ミ

も

く
之
を
人
な
ら
し
め
、
彼
を
此
に
代

へ
て
な
る
べ
く
多
く
の
剰
鯨
利
益
を
求
め
ん
ご
す
る
。
此
の
代
償
封
牧
果
の

観
念
を
持
し
、

一
の
利
益
.に
代
ふ
る
に
他
の
よ
り
人
な
る
利
益
を
以
て
せ
ん
ε
す
る
行
爲
の
方
針
が
幸
輻
槻
に
件

エ

も

も

へ

ふ
第

一
の
道
で
あ

っ
て
、
吾
人
は
之
を
功
利
主
義
ε
名
く
る
。
幸
幅
蜆
は
多
く
は
主
我
性

ε
相
伴

ふ
も
必
し
も
然

ふ
ε
は
限
ら
な
い
こ
ご
は
前
節
に
於
て
述

べ
た
通
り
で
め
る
。
幸
幅
観

ε
必
ず
相
律

ふ
功
利
主
義
も
其
の
本
質
は

へ

あ

專
ら
志
向

に
存

し
、
失

ふ

べ
き
己
得

利
然
.ご
求

め
ん
ざ
す

る
未
得

利
盆

こ
の
比
較

か
ら
出
獲

し
、
単
純

に
交

換
的

に

し

ち

ら

カ

も

や

ヤ

も

ヤ

や

小
利

を
捨

て

玉
大
利
を
取

る
ご
云

ふ
利
益

の
取
捨

又

は
損
得

の
打

算

に
存
す

る
。
斯

く
功
利
主
義

の
根

線
を

志
向

に
求
む

る
ご
き
は
、
普

遁

に
老

へ
ら

る
》
如

炬
現
實

に
所

期

の
利
益

を
生
じ
た

る
や
否
や

の
結
果
を
問

ふ
必

要
は

毫

も
な
く
唯
だ
志
向

に
含

ま

る

、
豫
期

の
結

果
を

一
要
素

ε
見

る
を
以

て
足

る

の
で
あ

る
。

輩
.に
注
意
す
べ
昏
鮎
は
、
我
等
が
行
爲
に
於
て
全
く
代
償
掛
取
果
の
目
的
観
念
々
懐
か
ざ
ろ
場
合
芝
之
な
懐
く
も
代
償
利
益
・こ
牧
果
利
益
こ
の
比

ヘ

ミ

し

較

々
精
確

に
考
慮

し
な

い
で
行
動
す

る
揚
倉

あ

区
別
で
あ

る
。
前

の
場
合
ば
行
爲
の
有

妓
牲

に
着
眼
し
て
恵
ち
目
的
の
遂
行

に
力
む
う
も
の
で
あ

り

、目
的
に
射

し
手
段
た
代
償

ε
見
て
比
較
す
ろ
の
で
な

い
か
ら
、無
論

、功
利
主
義
で
な
く
幸
颪
親
以
外

の
志
向
に
屈
す
ろ
の
で
あ

ろ
。
さ
れ

.こ
後
の

場
合

ば
不
精
確
な
が
ら
も
代
噴

ご
牧
果

ざ
剤
比
較

考
慮
し
て
行
動
す

ろ
以
上
に
や
は
り
功

利
主
義
で
あ
・っ
て
、
之

布

不
完
全
な
ろ

功
利
主
義
.ミ

見

も

も

も

て
、
精
確
に
比
較

列
定

為
な
す
所
の
完
全
な
る
功
利
主
義
、こ
匠
別
し
て
可
な

る
が
、
共

に
功
利
主
義

こ
し
て
ぱ
行
爲
の
有
利
性

に
着
眼
す

ろ
も
の
で

あ
ろ
。
例

へ
ば
我
等
が
娯
樂

の
矯
め
に
爲
眞
か
固
郵
　祉
試
む

る
竃
ぜ
エ
、
最
初
は
之
寿
職
業

ミ
す

ろ
人
の
仕
事

ぐ「・異
り
、
只
管

に
頁
蚤
出
来
榮

に
着

眼
し
て
費
用
な
ご
に
殆
ご
」眼
中
ド
な

い
o
さ
れ

ご
其

ミ
て
』
軍
な

み
慰
み
の
仕
事

に
過
ぎ
な

い
ざ
す
れ
ば
全
く
代
償
封
攻
果
の
観
念
が
存

し
な
い
課

で
に
な
く
、唯
だ
行
動
な
始
む

う
に
嘗
り
明
確
に
是
等

な
比
較
考
慮
し
な

い
だ
け
で
あ
ろ
o
真
澄
櫨

ド
は
若
し
是
等

の
娯
樂

に
充

つ
べ
吾
.費

用
が
自
己

論

叢

経
済
道
ミ
纒
濟
術
(六
)

第

†
五
巻
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五
號

七
三
)
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七
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'

論

叢

郷
濟
濫
ε
経
済
術

(六
)

第

+
五
巻

〔第
五
號

七
四
)

七

一
.八

の
取
入
の
大
部
分

か
割
く
ほ
こ
に
多
く
海
要
す
る
な
ら
ば
最
初
か
ら
之
た
試
み
よ
う

ざ
し
な

い
。
又
始
め
た
る
後

に
仕
事

の
出
来
榮
に
さ
ま
で
進
歩

ぜ
ざ
る
に
、も
拘
ら
ず
材
料
等
の
徴
絡
騰
貴

に
由

っ
て
畳
用
が
嵩
む

ご
音
に

、
娯
漿

ε
し
て
も
利
益

に
な
ら

盈
ミ
思
付

い
て
之

か
止
め

る
の
で
あ
ろ
。

要
す

る
に
不
完
全
な
ろ
功
利
主
義
に
唯
だ
大
鎧
に
暇
な
着
げ
、
嘗
ら
す

ミ
雌
も
連
か
ら
す

ぐL雷

ふ
程
度

に
て
行
動
す
ろ
未
熟

の
功
利
主
義

に
外

な
ら

な

い
。

有
利
性
に
着
服
し
て
代
償
封
牧
果
の
比
較
を
な
す
場
合
に
、
若
し
二
者
が
同
質

の
も
の
な
ら
ば
唯
だ
少
く
失

っ

て
多
く
得

る
の
み
(例

へ
ば
簡
軍
な
る
繁
殖
、
元
木
ε
利
子
ε
同
種
な
る
貸
借
の
和
ぎ
}
に
て
解
決
は
極

め
て
簡
軍

な
る
が
、
多
く
の
場
合
に
見
る
如
く
二
者
が
異
質
の
も
の
な
る
ε
き
は
直
ち
に
其

の
比
較
が
出
來
な
い
か
ら
二
者

に
共
通
な
る
許
償
基
準
を
求
め
て
・來
な
け
れ
ば
な
ち
瀕
。
功
利
論
者
は
快
苦

の
感
情
を
以
て
其
の
基
進
・ξ
す

る
。

第
二
節

に
引
用
し
た
る
「
り
ー
フ
マ
ン
」
の
見
解
は
此
の
感
情
読
を
強
く
主
張
し
て
.居
る
。
然
.れ
ご
吾
人
は
是
庭

に

も
感
情
説
を
排
斥
し
て
功
利
主
義

に
改
修
を
試
み
セ

い
。
其
の
理
由
は
、
第

一
、
快
苦
の
感
情
の
比
較
は
経
験
に
由

っ
て
巳
に
威
知
せ
ら
れ
た
る
も

の
若
く
は
容
易

に
已
脛
験
か
ち
類
推

さ
れ
得

る
未
脛
験
の
も

の
に
限
ら
れ
、
然
ら

ざ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
至
仁
比
較
.の
仕
様
が
.な

い
。
第
二
、
己
脛
瞼
の
行
為
ε
錐
も
生
存
観

よ
り
僅

か
に
幸
福
親

に
移
れ
る
程
度
の
行
爲
に
あ
り
て
は
、
已
に
生
存
親
ご
異
り
た
こ

へ
不
完
全
な
が
ら
も
比
較
考
慮
を
な
す
ご
は
言

へ
、
必
し
も
結
果
ご
し
て
生
す

丸
き
扶
桑
.観

の
多
少
を
目
標
ξ
し
な

い
で
、
寧
ろ
其
時
の
意
力
の
強
弱
が
功
利
的

に
も
行
爲
に
出

つ
る
ε
否
ε
を
決
せ
し
む
る
標
準

ε
な
る
。
.第
一一↓、
我
等
が
已
に
快
借
の
感
情

に
就
て
経
験
め
る

行
為
ご
錐

も
、
現
に
功
利
的

に
共
行
爲
を
な
さ
ん
ε
す
る
際
に
標
準
ε
す

る
威
値
は
決

36
暫
時
に
有
す
.る
快
音
威



馳

、

カ

ヤ

も

で
は
.な
べ
行
爲
中
叉
は
行
爲
後
に
生
す

べ
き
感
情
で
あ
る
。
其
感
情
は
現
實
戚
情
で
な
く
、
將
來
を
思
ふ
豫
威
か

も

む

叉
は
過
去
の
記
憶
か
ら
來
る
追
威
で
あ
る
。
此
の
豫
感
文
は
追
威

が
現
實
感
情

の
如

く
鮮
明
な
ら
ば
可
な
ら
ん
も

多
く
の
場
合
に
は
然
ふ
で
な
い
か
ら
、
決
心
當
時
に
於
け
る
行
爲
の
標
準

.し
し
て
は
甚
だ
不
催
實

な
も

の

芭
な

る
。
第
四
、
己
経
験
の
場
合
で
も
、
同

　
の
股
果
た
る
快
樂
に
劃
す
る
二
以
上
の
代
償
た
る
苦
痛
を
比
較
し
、
又

は
同

　
の
代
償
た
る
苦
痛

に
謝
す

る
二
以
上
の
牧
県
花
る
快
樂
を
比
較
す

る
は
や

、
容
易
な
ら
む
も
、
功
利
主
義

の
本
領
た
る
代
償

ε
牧
果

ご
を
比
較
す

る
に
苦
痛

ご
快
樂

ご
を
対
照
比
較
す
る
ε
云

ふ
こ
ε
は
、
二
者
の
程
度

に

懸
隔
の
少
く
な
る
ほ
こ
益

々
困
難

ε
な

っ
て
來
る
。
殊
に
快
苦
戚

に
程
度
の
差
以
外

に
性
質
の
差
を
認
む
る
こ
せ

ば
、
感
情
読
は
到
底
救
ひ
難
き
も
の
ざ
な
る
。
以
上
を
結

ん
で
盲

へ
ば
、
吾
人
も
亦
我
等

の
日
常
行
爲
の
多
く
に

就
て
快
若
蔵
が
域
程
度
ま
で
功
利
的
行
爲
を
決
勒
せ
し
む
る
標
準
ε
な

る
こ
ご
を
承
認
す
る
。

さ
れ
ギ
、
吾
人
は
総

て
の
場
合
を
包
括
し
て
功
利
‡
義
的
行
爲
の
標
準
若
く
は
動
因
ε
な
る
も
の
ぼ
之
を
快
著

の
感
情
以
上
に
求
め
な

ヘ

ヘ

マ

α
れ
ば
な
ら
楓
ε
考

ふ
る
。
余
は
此
の
問
題
に
就
て
主
情
説
を
斥
け
て
主
意
説
を
立
て
ん
ε
す

る
の
で
め
る
。

代
償
利
益
を
失
ふ
τ
よ
り
人
な
る
牧
果
利
金
を
求
む
る
ご
云
ふ
功
利
心
は
概
括
的

に
見
れ
ば
外
物
を
引
寄
せ
ん

も

ヘ

ヤ

ロ

へ

ど
す

る
徴
我

の
意
力

に
外

な
ら
な

い
。
牧
果

ε
し
て
彼

方

に
見

ゆ
る
利
益
を
引

寄
す

る
力

が
、
代
償

ε
し
て
此

方

に
持

て
る
利
益
を
現

に
引
付

け
て
居

る
力

よ
り
も
強

き
ご
き
は
、
後

者

を
欲
我

よ
り
引

離
す

こ
ε
を
忍

ん
で
前

者

し

を
其
代

・ワ
に
引
寄

せ

る
。
心
的
引

力

は
廣

一
吾
人

の
心
的
活

動
を
蔽

ふ
に
足

る
所

の
動

因

で
あ

る
が
、
其

の
引

力
が

論

叢

纒
濟
道
ご
経
済
術
(六
)

節
↑
正
雀

(第
五
號

七
五
)

七
一
九

9



論

叢

経
済
道
ε
経
済
術
(六
∀

第
+
五
巻

(第
五
號

七
六
)

七
二
〇

「捨

て
＼
取
る
」
ご
云

ふ

一
の
「
必
然
」
の
機
關
を
通
じ
て
働

く
ξ
き
に
其
が
功
利
主
義
の
行
爵
・し
な
る
。
此
の
心
的

引
力
に
は
無
論
威
情
を
律

ふ
も
、
其
は
快
苦

の
感
情
で
な
く
緊
、張
叉
は
弛
緩

の
感
情

で
あ

っ
て
マ
其
緊
張
戚

の
強

弱
が
意
力
の
強
弱
に
相
伴

ふ
。
此
感
情
は
快
若
蔵
ご
異
り
贋
の
差
異
は
た
ε

へ
あ
る
ざ
し
て
も
さ
ま
で
問
題
蓬
な

ら
な
い
。
又
.駐
的
引
力
に
質
の
差
異
め
h
ε
し
て
快
苦
戚

に
比
す
れ
ば
よ
し
寛
大
に
看
過
し
得
ら

る
コ
.心
的
引
力

は
已
経
験
及
び
未
経
験
耽
れ
の
行
爲
に
於
て
も
確
實

に
活
動
す
る
。
已
経
験
の
行
爲
に
於
て
快
苦
の
豫
戯
文
は
追

威
が
鮮
…明
な
ち
ば
、
其

の
威
情

が
緊
張
叉
は
弛
緩

の
感
情

ご
な
り
て
.動
的
引
力
に
影
響

し
、未
経
験
の
行
為
に
於
て

オ

は
、
初

め
か
ら
自

つ
か
ら

な

る
引
力

の
強
弱

が
決
執

の
動

因

ε
な

り
て
快
菅
.の
感
情

は
其

威

に
立

入
ら

な

い
。
快

樂
読
は
種

々
の
外
的

利
益
を
内

部
感
情

に
ま

で
還
元

せ
る
も

の
で
.あ

る
が
其

れ
で
は
ま
だ
徹
底

し
な

い
。
快

著

の

感
情

は
行
爲

の
結
果

で
あ
b
、
快
樂

説
は
其
結
果

を

一
の
形
態

に
取
入

れ
て
次
ぎ
の
行
為

の
初

め
に
持

っ
て
來

る

の
で
あ

る
か
ら

、
此

の
苧
績

の
運

び
難

き
場

合
は
如

何

ε
も
致

し
難

い
。
意

ヵ
観

は

一
切

の
利
益

取
捨

の
標

準
を

精

肺
作
用

の
最
も
根
本
的

な

る
動

因
に
去
で
還
元
す

る
が
故

に
、
衝
動
力
叉

ば
示
命

力

に
近

い
願
望

力

の
獲
動

た

る
功
利
的
行

為

に
就

て
も
快
樂

以
外

に
其

の
動

因
を
.求
む

る
こ
ご
を
得

る
の
で
あ
る
。

此
の
主
意
窺
に
よ
ら
げ
從
來
の
功
利
主
義
に
於
て
實
窺
ぜ
る
結
果
奄
以
て
道
徳
的
批
判
の
対
象
と
す
ろ
見
解
な
も
紙
漉
し
て
差
支
な
い
。
叉
功
利

的
盤

の
有
無
及

び
多
少

の
原
箇
も
・
評

偵
の
対
象

に
向

っ
て
働
き
か
く

魯

的
引
力
の
存
否
及

び
強
弱
如
何

窒

ぞ

諾

し
得

る
・
但
だ
藏

に

注
意
す
。へ
ぎ

ば
功
利

の
基
準

こ
し
て
快
樂
説
た
否
認
す

る
三

至

こ
こ
に
雀

　」
功
刺
虫
義
其
も
の
た
破
壊
す
み
の
で
に
扱
い
。
否
な
寧
ろ
難
問

の

多

い
快
楽
親

鳥
排
斥
す

ろ
こ
ミ
が
功
利
主
義
の
存
在
か
確
實
な
ら
し
む

ろ
の
で
あ

ろ
。

【



脛
濟
行
爲
は
有
形
の
財
勅
叉
は
之
を
取
得
す
る
手
段
(勢
働
、
財
産
権
等
)
の
利
用
又
は
移
韓
を
内
容
ε
す

る
か

ら
、
均
し
く
功
利
主
義

に
由

る
巳
し
て
も
地
種

の
行
駕
に
比
し
利
益
の
取
捨
や
損
得
の
打
算
が
著
し
ぐ
精
確
に
行

も

も

へ

.

は
れ
得

る
ε
云
ふ
特
殊
黙
が
あ
り
、
其
庭
に
経
済
上
の
特
殊
道
が
存
す

る
。
利
益
の
取
捨
に
は
品
等
的
に
代
償

ぜ

や

う

ち

牧
果
ご
を
比
較
し
て
利
金

の
優
劣
を
劃
定
す

る
場
合

ご
激
量
的
に
二
者
を
比
較
し
て
利
益

の
多
少
を
割
足
す
る
場

合
ご
あ
る
が
、
経
済
行
爲
は
真
中
に
経
済
艸
の
目
的
を
焚
ふ
る
こ
・し
少
き
ほ
こ
敷
量
的
制
定
に
傾
い
て
張
る
。
今

へ

も

日
我
等
の
経
済
生
活

に
於
て
執
る
所
の
功
利
主
義
は
概
し
て
利
益
を
秤
量
す
る
も
の
で
め
り
、
其
れ
も
貨
物
秤
量

し

も

も

う

や

へ

も

へ

か
ら
貨
幣
秤
量
に
進

ん
で
居
る
。
貨
幣
を
以
て
す

る
財
物
警
の
名
償
判
定
は
謂
は

ゴ
各
個
八
の
利
益
秤
量
を
耐
會

的

に
組
織
化
.じ
た
る
も
の
で
あ
る
。
恰
も
涙
が
出
る
か
ら
悲
し
く
な
る
ご
云
ふ
「
ゼ
ー
ム
ス
、

ラ
ソ
グ
ー
」
の
理
の

如
く
、
個
人

の
漠
然
た
る
利
益
取
捨
の
考
慮
が
砒
會
機
關
た
る
貨
幣
に
よ
り
て
反
射
的

に

一
磨
粉
碓
ε
な
b
徴
量

的
`
な

っ
て
摩
る
。
叉
貨
幣
が
功
利
的
判
断

の
道
具
た
る
以
外
に
交
易
媒
介
な
る
功
利
的
責
務
の
道
具

ε
な

っ
て

居

る
こ
ε
は
、
鞍
利
主
義
な
る
特
殊
の
経
済
通
の
獲
展
に
至
大
の
援
助
を
與

ふ
る
に
至
つ
π
。
財
物

の
利
用
及
び

移
韓

に
就
て
自
己
満
足

の
功
利
主
義
が
対
世
糖
利
の
功
利
主
義

に
移
り
、
其
が
群
團
.漕
運
の
力
に
て
先

き

へ
先
き

へ
ど
推
し
進

め
ら
れ
て
來
る
ざ
、
維
濟
行
爲
帥
ち
管
利
行
爲
で
あ
る
ご
見
る
が
如
き
由
々
し
き
誤
解
を
生
す

る
ま

で
起
立
到
る
の
で
あ
る
。
貨
幣
秤
量
も
瞥
利
行
爲
も
畢
竟
之
れ

一
道
徳
階
段
に
於
け
る
経
済
生
活
の
外
殻
表
皮

に

・過
ぎ
な

い
コ
.
.
假

に
経
済
行
爲
即
ち
功
利
的
行
爲
た
る
こ
ε
を
許
す

ご
し
て
も
、
功
利
の
外
殻
表
皮
に
経
済
生
活
の
,

論

叢
.

経
済
勤
ミ
纒
濟
術
(六
)

第
十
五
巻

へ第
五
號

七
七
)

七
二
一

「

亀

,



、

論

叢

経
済
遣
こ
経
済
術
〔六
)

第
†
五
巻

(第
五
號

七
八
)

七
二
二

精
…髄
あ
り
ご
思

ふ
が
如
き
は
、
服
装
即
ち
入
物
な
り

ε
思
ふ
程
度

の
迷
信
で
あ
る
ε
吉

っ
て
よ
い
。
呪
ん
や
経
済

鷹
活
が
必
し
も
功
利
主
義
の
み
の
配
下
に
属

せ
ざ
る
に
.於
て
お
や
。

與
三

次
高
級
の
脛
濟
道
標

普
遍
遺
徳
の
第
二
段
に
於
て
繁
昌
す

る
纏
濟
生
活
は
其
の
第
三
段

に
移
る
に
及
ん
で
俄
然
・こ
し
て
凋
落
す

る
。

没
我
性
、
純
我
性
、
示
命
力
及
び
安
立
槻
は
積
極
的
に
経
済
行
爲
を
生
み
出
す
地
盤
ε
な
り
難

い
。
尤
も
猶
徳
心

の
護
達
階
段

に
於
て
二
つ
の
形
式

ご
二
つ
の
内
容

ご
は
必
し
も
相
律
は
な
い
で
跛
行
す
る
こ
ご
も
あ
る
か
ら
、
没

我
性
及
示
命
力
に
よ
り
て
他
人
の
欲
我
を
満
足
せ
し
め
幸
幅
を
慮

る
場
合
も
決
し
て
稀
で
な

い
。
併
し
斯
の
如
き

は
概
し
て

一
時
的
現
象
に
止
ま
り
、
力
及
ば
戯
利
他
道
に
行
き
悩

ん
で
愛
の
破
産
を
来
た
し
又
は
示
命
の
無
理
な

か

る
重
さ
に
堪

へ
得
な

い
で
進
退

に
窮
す

る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
斯
く
て
没
我
・こ
示
命
の
形
式
は
自
ら
純
我
蓬
安
立

の
内
容

ε
相
結

ん
で
來
る
の
で
あ
る
。

純
我
性
及
び
安
立
槻
を
内
容
ε
す

る
生
活
に
移
る
ε
き
は
、
外
物
中
の
外
物
を
求
む
る
脛
濟
行
爲
は
最
も
大
な

る
打
撃
を
蒙
り
、

　
慰
否
定
せ
ら
れ
少
く
も
看
過
せ
ら
れ
、
正
面

か
ら
積
極
的

に
財
物
を
所
有
し
進

ん
で
之
を
蓄

積

せ
ん
ε
欲
す

る
意
志
は
起
b
〃得
な
い
こ
ε
、
な
る
。
然
ら
ば
此

の
道
徳
階
級
に
於
て
は
経
済
行
爲
は
全
く
生
じ

得

る
餓
地
が
な

い
・し
育
ふ
に
必
し
も
然
ふ
で
な
い
。
我
等
は
財
物
な
く
し
て
は
生
存

し
得
な

い
。
生
死
を
超
脱
す

れ
ば
生
存
を
顧
み
る
を
要
し
な

い
か
も
知
れ
訟
が
、
將
に
純
我

に
生
き
安
立
を
得
ん
ε
す

る
道
徳
生
活
は

一
に
は

是
か
ら
生
死
を
超
観
せ
ん
ざ
す

尉
に
あ
る
が
故

に
其
ま
で
臓
生
存
を
無
税
す

る
を
得
奪
い
。
叉
だ
ξ
へ
安
立
を
得

◎



て
も
岱
ほ
其
先
き
に
高
き
泡
徳
階
段
め
る
こ
ε
を
心
付
く
な
ら
ば
決
し
て
生
存
を
輕
ん
す

る
を
娼
な

い
。
安
立
観

に
入
ら
ば
幸
醐
は
弊
履
の
如
く
施
げ
棄
て
ら

る
、
。
金
殿
玉
棲
は
も

蓬
よ
り
、
擢
勢
榮
轡
の
結
晶
だ
る
王
位
も
最
後

の
慰
安
所
た
る
家
庭
も
純
我
.に
生
き
ん
ご
す

る
人
に
ご
っ
て
は
何
の
儂
値
も
な
い
。
併
し
如
何
に
世
俗
の
幸
輻
を

脚
下
に
蹂
躪

し
鑑
さ
う
ε
し
て
も
唯

一
つ
捨
て
難
き
外
物

が
あ
る
。
其
は
生
存
を
保
持
せ
し
む
る
食
衣
住
具
、
就

.

中
食
物
で
あ
る
。
神
人
ご
崇
め
ら
る
＼
潜
で
さ
へ
人
で
あ
る
限
り
、
古
.來

　
入
ε
難
も
無
條
件

に
生
存
の
矯
め
の

食
物
を
拒
斥

し
把
も
の
は
な
い
。
學

べ
ば
　豚
其
中
に
在
り
ざ
謂
は
れ
、
露
依
者
に
取
審
か
る
＼
聖
者
蓬

は
喜
捨
や

布
施
を
受
け
拱
手
し
で
易
々
ご
衣
食
物
を
得

て
居
た
が
、
其
馨
は
現
に
統
裁
安
立
の
道
を
践
み
始
む
る
者
に
ε
っ

て
は
経
済
生
活
の
規
範
こ
な
り
得
な

い
。
寧
ろ
齢

八
旬
を
過
ぎ
て
俗
は
日
々
を
鍬
を
手
に
し
、

一
日
働
か
ざ
れ
ば

一
日
食
は
す
ε
吉
ひ
且
つ
行

へ
る
老
騨
俗
の
先
蹤

が
経
済
道
に
就

て
も
深

い
激
訓
を
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
ご
思
は

る

、

。

然
ら
ば
純
我
性
及
び
安
立
魏
の
道
徳
階
段

に
立

つ
ε
き
、
如
何
な
る
道
を
践
ん
で
経
済
行
爲
に
出
つ
る
か
ε
言

ふ
に
、
其

ぽ
此
階
段
に
立
ち
な
が
ら
経
済
方
面
だ
け
は
欲
我
性
及
び
辛
酸
観
を
否
定
す

る
ご
同
特
に
原
我
性
及
び

生
存
親
の
第

一
階
段
に
後
退
す

る
の
で
め
る
。
生
存

の
要
求
に
迫
ら

る
こ
し
き
、
始

め
て
他
人
の
與
ふ
る
も
の
あ

ら
ば
之
を
受
け
、
然
ら
ざ
れ
ば
自
ら
耕
し
自
ら
天
産
物
を
探
り
、
.生
存
の
必
要
限
度
に
於
て
衣
負
を
求
む
る
。
.斯

の
如
き
自
然
生
活
こ
も
見
る
べ
き
経
済
生
活
は
當
面
の
生
活

よ
り
見
れ
ば
側
面
的
消
極
的
の
生
活
で
め

っ
て
純
我

及
び
安
立
の
道
か
ら
直
に
來
る
も
の
で
は
な

い
。
併
し
其
は
純
我
及
安
立
の
酒
に
必
然
に
随
伴
す
る
道
℃
あ
る
か

.

鉱
、
之
を
第
三
の
道
徳
階
段

に
於
け
る
経
済
道
ご
見
て
差
支
な

い
。
然
ら
ば
斯
の
如
く
纏
濟
生
活
を
分
離
し
て
當

.
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・面
の
生
活
よ
り
も
異

っ
た
立
場
を
取
る
な
ら
ば
、
其
人
は
二
重
意
志
の
行
動
を
な
し
人
格
の
分
裂
を
生
じ
は
し
な

.

い
か
ご
吉
ふ
疑
が
起
る
。

さ
れ
ご
幸
輻
遺
徳
の
如
き
は
志
向

に
於
て
は
寧
ろ
多
重
意
志
な
る
を
逓
例

ピ
し
、
叉
人

格
の
分
裂
セ
見
る
ま
で
二
以
上
の
欲
我
が
相
戦

ふ
こ
ε
も
稀
で
な
い
。
純
我
及
安
立

の
道
徳
、心
は
之
蓬
異
り
、
欲

我
及
幸
輻
に
謝
し
て
は
繕
え
す
反
抗
を
続
け
て
之
ε
調
和
す
る
鯨
地
を
存
し
な

い
が
、
是
等
二
階
段
の
未
分
以
前

に
在
る
原
我
及
生
存

の
道
徳
に
射
し
て
は
謂
は
ゴ
祖
先
花
る
關
係
が
あ
る
.の
で
面
ご
向

っ
て
撞
着
す

る
こ
ご
は
な

い
。
叉
生
存
保
持
に
止
ま
る
所

の
経
済
生
活
は
正
面
的
、
積
極
的
な
る
安
立
生
活
に
謝
し
て
側
面
的
、
消
極
的
の

地
位
に
世
か
れ
、
前
者
は
後
者
の
矯
め
に
践
む
所
の
已
む
を
得
ざ
る
手
段

ε
し
て
肯
定
せ
ら
る
＼
。
進
徳
生
活
は

目
的
歪
あ
り
、
経
済
生
活
は
手
段

で
あ
る
ε
云
ふ
見
解
は
僅
に
如
上
の
意
味

に
限

っ
て
認
容
せ
ら
れ
得
る
。
尤
も

此
の
目
的
ε
手
段
ε
の
關
係
は
毫
も
功
利
的
意
義
を
有
し
な

い
か
ら
、
手
段

は
寧
ろ
抑

へ
ら
れ
勝
ち
に
て
経
済
生

活
は
概
見
扱

に
さ
れ
て
居
る
。
古
代
印
度
の
諸
王
が
、
繹
韓
の
巡
激
す

る
庭
、
股
市
鍵
じ
て
僻
村
ε
化
す
ε
嘆
聲

を
獲
し
π
ε
云
ふ
博
論
は
益

し
有
り
得

べ
き
こ
ε
で
あ
る
。
普
通
に
功
利
主
義

ご
封
構
せ
ら
る

、
人
格
主
義

も
、

其
意
義

留
限
り
て
、
自
疑
、
自
由
、
自
立
の
境

に
入
b
、
自
我
其
も
の
を
蛮
見
し
て
猫
立
自
曾
の
念
を
生
じ
、
叉

他
人
に
も
共
を
期
待
す

る
に
あ
り
こ
す

る
な
ら
ば
.
其
の
志
向
の
下
に
は
決
し
て
経
済
生
活
の
繁
榮
を
見

る
を
得

な

い
。
斯
の
如
き
は
生
活
全
禮
の
爲
め
に
決
し
て
悲
む
べ
き
こ
ご
で
は
な

い
が
、
而
か
も
上
述
せ
る
如

き
目
的
及

び
手
段

の
關
.係
に
立

つ
不
徹
底
な
る
経
済
生
活
は
、
道
徳
向
上
の
難
關
に
廃
す
る
若
し
い
便
法
に
過
ぎ
す

し
て
、

.

経
済
生
活
に
當
然
の
地
位
を
與

へ
た
も
の
で
な
い
ご
思
ふ
。
是

に
於
て
か
第
四
段
の
最
高
道
徳
が
徹
底
的
解
決
の

重
任
を
負
ふ
て
我
等
の
進
み
來
ら
ん
こ
ε
を
待
ち
捕

へ
て
居
る
の
で
あ
る
。
〔未
完
)
.


